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６月号曲千
　 今月の主な紙面

「B2 PLAYOFFS 2018-19」が、ことぶきアリーナ
千曲で行なわれました。信州ブレイブウォリアーズ
は、島根・群馬に勝利し、悲願のＢ2リーグ初優勝を
果たしました。

今月の表紙

信州ブレイブウォリアーズＢ２リーグ優勝
千曲市職員募集
市役所新庁舎への移転スケジュール
チクマビト　勝久マイケルさん
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信
州
Ｂ
Ｗ

　

Ｂ
２
リ
ー
グ
優
勝

Strive for Greatness
　
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
、
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー

ズ
は
「B2 PLA

YO
FFS 2018-

19

」
を
制
し
、Ｂ
２
リ
ー
グ
初
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
中
地
区
を
首
位
で
通
過
し
た
ウ
ォ

リ
ア
ー
ズ
は
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で

「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
」
と
対

戦
。
２
連
勝
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
を

決
め
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
、「
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ

ン
ダ
ー
ズ
」
と
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
は
、
一
時
13
点
差
と
リ
ー
ド
を
広

げ
る
も
、
群
馬
の
激
し
い
追
い
上
げ

に
２
点
差
ま
で
詰
め
寄
ら
れ
る
苦
し

い
展
開
。
し
か
し
、
こ
と
ぶ
き
ア
リ

ー
ナ
千
曲
に
集
ま
っ
た
３
２
２
３
人

の
ブ
ー
ス
タ
ー
が
選
手
に
ブ
ー
ス
ト
。

84
対
77
で
勝
利
し
、
会
場
は
大
歓
声

に
沸
き
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

に
「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
」
を

Ｂ
２
か
ら
Ｂ
１
へ
導
い
た
経
験
を
持

つ
勝
久
マ
イ
ケ
ル
氏
を
迎
え
、
新
た

に
７
人
の
選
手
を
加
え
た
チ
ー
ム
は
、

開
幕
10
連
勝
で
ス
タ
ー
ト
。
48
勝
12

敗
の
Ｂ
２
最
高
勝
率
で
中
地
区
を
制

し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
が
「
こ
と
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
千
曲
」
に
変
わ
り
、
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
30
試
合
の
入
場
者
数
は
延

べ
４
万
８
７
７
４
人
と
過
去
最
多
を

記
録
。
ア
ウ
ェ
ー
ブ
ー
ス
タ
ー
を
含

め
、
多
く
の
ブ
ー
ス
タ
ー
が
千
曲
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
は
市
の
観

光
大
使
と
し
て
試
合
会
場
に
「
千
曲

市
観
光
ブ
ー
ス
」
を
設
置
し
て
市
の

Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
市
内
保
育
園
な
ど

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
開
催
し
た
り

す
る
な
ど
ま
ち
を
元
気
に
す
る
活
動

も
行
な
い
ま
し
た
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
は
、
Ｂ
２
連
覇
と
Ｂ

１
昇
格
に
向
け
て
の
戦
い
と
な
り
ま

す
。
千
曲
市
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

市報千曲　令和元年6月  　2　　3　  市報千曲　令和元年6月

SHINSHU BRAVE WARRIORSC



市報千曲　令和元年6月  　4　　5　  市報千曲　令和元年6月

市役所新庁舎への
　　　　　移転スケジュール
■問い合わせ先　更埴庁舎・総務課（内線5214）

　
現
在
建
設
中
の
市
役
所
新
庁
舎

へ
の
移
転
を
８
月
に
実
施
し
ま

す
。
移
転
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日

を
利
用
し
た
『
分
散
型
移
転
』
と

な
り
、
移
転
が
完
了
し
た
部
署
は

新
庁
舎（
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
）

に
て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
部
署
に
よ
り
新
庁
舎
で
の
業
務

開
始
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
左

表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山
田
庁

舎
の
市
民
窓
口
課
で
の
窓
口
業
務

（
戸
籍
な
ど
の
届
出
、
住
民
票
・

所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
、
ご
み

袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
い
な

ど
）
は
、
８
月
９
日
（
金
）
ま
で

で
す
が
、
戸
倉
庁
舎
に
は
、
文
書

の
取
次
ぎ
や
簡
易
な
相
談
窓
口
と

し
て
「
連
絡
所
」
を
設
け
ま
す
。

　
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

新庁舎での
業務開始日

新庁舎フロア 該当部署

８月５日（月）

５階 議会事務局、選挙管理委員会事務局

４階
秘書広報課、総務課、危機管理防災課、財政
課、総合政策課、市民協働課、管財契約課、
情報政策課、教育総務課、生涯学習課、人
権・男女共同参画課

１階 八十二銀行派出所

８月13日（火） １階
市民課、税務課、債権管理課、会計課、福祉
課、高齢福祉課、保育課、こども未来課、健
康推進課国保医療係、法務局証明サービスセ
ンター

８月19日（月） ２階
環境課、廃棄物対策課、生活安全課、健康推
進課（国保医療係以外）、千曲市ふるさとハ
ローワーク

８月26日（月） ３階
建設課、都市計画課、上下水道課、上下水道
料金等お客様センター、地域開発推進室、農
林課、農業委員会、産業振興課、観光交流課

新庁舎への移転スケジュール

市
役
所
以
外
で
も
各
種
証
明
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　  

発
行
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
内
７
か
所
の
郵
便
局

（
左
記
）、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
取
扱
い
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
市

　
民
課
（
内
線
５
４
３
１
）

証明書の種類 手数料（１通） 交付できる範囲

住民票の写し 300円 窓口に来た人及び同じ世帯の人の住民票の写し

戸籍謄本
戸籍抄本 450円 窓口に来た人及び同じ戸籍に記載されている人の現

在戸籍の証明

印鑑登録証明書 300円 窓口に来た人の印鑑証明書

所得証明書
課税証明書
納税証明書

300円 窓口に来た人の所得証明書・課税証明書・納税証明
書（軽自動車税納税証明書（継続検査用）を除く）

郵便局での証明書交付（雨宮・森・稲荷山・八幡・更級・五加・力石）

■持ち物　印鑑、本人確認書類、印鑑登録証（印鑑証明書の場合）

証明書の種類 手数料（１通） 交付できる範囲

住民票の写し 300円 本人及び同じ世帯の人の住民票の写し

戸籍謄本
戸籍抄本 450円

市内に本籍・住所が両方ある人で、本人及び同じ戸
籍に記載されている人の現在戸籍

戸籍の附票の写し 300円

印鑑登録証明書 300円 本人の証明書のみ

コンビニでの証明書交付（全国のコンビニ、利用時間 午前６時30分～午後11時）

■持ち物　マイナンバーカード（電子証明書付き）

千曲市職員募集
■試験日程・会場

○第１次試験　６月30日（日）・ 更埴庁舎
○第２次試験　７月下旬～８月予定
＊詳細は、第１次試験合格者に通知します。
○初級（行政）の採用試験は９月に実施します。
■申込期間　６月３日（月）～14日（金）の午前

８時30分～午後５時15分
＊土、日曜日は除きます。
■申込方法　更埴庁舎総務課・案内所、戸倉庁

舎・上山田庁舎の市民窓口課にある申込書に
記入のうえ、下記に直接提出するか郵送（14
日消印有効）してください。受験案内・申込書

（受験票）は、市ホームページからも取得でき
ます。

■郵送・問い合わせ先　
　更埴庁舎・総務課（〒387-8511 千曲市大字

杭瀬下84番地、内線5213）

非
常
勤
職
員

（
第
2
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

代
替
調
理
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

■
勤
務
場
所　
第
２
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
7
月
１
日
～
令
和
２

年
３
月
31
日

＊
常
勤
職
員
の
休
暇
日
に
代
わ
っ
て

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
勤
務
日
数

は
月
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
の
う
ち
２
時
間
～
６

時
間

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、6
月
18
日（
火
）ま
で

に
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
６
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
第
２

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
〒
３
８
９

－

０
８
１
３ 

千
曲
市
大
字
若
宮

６
４
０
番
地
、℡
０
２
６

－

２
７

　
５

－
０
３
６
５
）

試験区分 募集人数 受験資格

上級（行政） ２人程度 平成元年４月２日から平成10年４月1日までに生まれた人で、大学卒業程度の学力を有す
る人

上級（土木） １人程度 平成４年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人で、大学の土木専門課程（都市
工学系含む）卒業程度の学力を有する人

中級（保育士） ４人程度 昭和59年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を有する人（令和２年の春までに資格
を取得する見込みの人を含む）

試験区分 募集人数 受験資格

上級（土木） １人程度
昭和54年４月２日以降に生まれた人で、大学の土木専門課程（都市工学系含む）卒業程度
の学力を有し、民間企業などで土木関係の設計、施工管理などの職務経験が5月末までの直
近７年中５年以上ある人

上級（建築） １人程度
昭和54年４月２日以降に生まれた人で、大学の建築専門課程卒業程度の学力を有し、民間
企業などで建築関係の設計、施工管理などの職務経験が5月末までの直近７年中５年以上あ
る人

【令和元年10月採用（社会人経験者）】 試験区分・募集人数・受験資格

【令和２年４月採用】 試験区分・募集人数・受験資格

令和２年４月採用

令和元年10月採用

一緒に働きませんか！

  平成 29 年度入庁
総務部総務課

海
う ん の

野 良
り ょ う た

太 さん

　私は、主に庁内で保有する
行政文書の整理保管方法の見
直しを担当しています。各課
の文書担当者と協力して行政
文書の整理、共有化を図り、
不要となった文書を削減するなど、職場の環境を良
くすることで、結果として、職員一人ひとりの市民
サービス向上へつながることにやりがいを感じて
います。
　異動のたびに、さまざまな業務を経験し、学び、
日々成長することができるのは、市職員の大きな魅
力だと思います。
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●
家
庭
の
節
電
・
省
エ
ネ
を
考
え

　
よ
う

　

家
庭
の
中
で
特
に
電
気
消
費
量

が
多
い
の
は
、
電
気
冷
蔵
庫
、
照

明
器
具
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

電
気
温
水
器
の
５
つ
で
す
。
上
手

に
使
う
こ
と
で
、
効
果
的
に
節
電

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近
な

こ
と
か
ら
省
エ
ネ
に
取
組
み
ま
し

ょ
う
。

①
冷
蔵
庫
で
節
電
！

■
無
駄
な
扉
の
開
閉
は
し
な
い

　

開
閉
が
多
い
と
冷
気
が
逃
げ
て

し
ま
い
ま
す
。
ド
ア
の
開
閉
は
短

く
、
手
早
く
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

室
温
を
控
え
め
に

設
定
す
る
と
消
費

電
力
量
は
少
な
く

な
り
ま
す
。

②
照
明
で
節
電
！

■
省
エ
ネ
型
の
照
明
器
具
に
買
い

　
替
え
よ
う

　

消
費
電
力
が
少
な
い
電
球
型
蛍

光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り
換
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

照
明
器
具
の
明
る
さ

を
調
整
し
て
、
節
電

し
ま
し
ょ
う
。

③
テ
レ
ビ
で
節
電
！

■
消
す
と
き
は
主
電
源
を
オ
フ
に

　

見
て
い
な
い
テ
レ

ビ
は
こ
ま
め
に
消
し

て
節
電
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
長
時
間

見
な
い
と
き
に
は
、

プ
ラ
グ
を
抜
き
主
電

源
を
オ
フ
に
し
ま
し

ょ
う
。

④
エ
ア
コ
ン
で
節
電
！

■
室
内
温
度
は
適
温
に

　

夏
の
冷
房
時
の
設
定
温
度
は
28

度
、
冬
の
暖
房
時
の
設
定

温
度
は
20
度
を
目
安
に
し

ま
す
が
、
熱
中
症
な
ど
に

は
十
分
注
意
を
し
、
無
理

な
節
電
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

⑤
待
機
電
力
を
削
減
！

■
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ
ッ
プ
、
オ
ー

　
ト
オ
フ
機
能
を
活
用

　

家
庭
で
消
費
さ
れ

る
電
力
の
５
％
が
待

機
電
力
。
待
機
時
消

費
電
力
を
減
ら
す
た

め
に
便
利
な
機
器
や

機
能
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

環境調査の結果

市
で
は
、
生
活
環
境
を
保
全
し
、

よ
り
住
み
良
い
環
境
を
目
指
し
て
、

一
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

調
査
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
観
測
地
点
で
の
具
体
的
な
数
値

な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
市
内
主
要
河
川
水
質
調
査
】

　
市
内
を
流
れ
る
24
の
河
川
で
、
水

質
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
性
質（
Ｐ
Ｈ
）と
水
質
の

汚
濁
を
示
す
指
標（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｓ

Ｓ
）、
大
腸
菌
群
数
の
調
査
を
し

ま
し
た
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
調
査
】

　
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
大
気
2
地

点
、
土
壌
2
地
点
、
川
底
1
地
点

で
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
大
気
汚
染
調
査
】

　
更
埴
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
で
、

高
速
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
の
汚
染
状

況
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
騒
音
測
定
調
査
】

　
高
速
道
路
と
新
幹
線
沿
線
で
騒
音

測
定
調
査
を
し
ま
し
た
。

＊
調
査
結
果
が
環
境
基
準
を
超
え
る

場
合
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
、
改
善
な

ど
の
要
請
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
幹
線
道
路（
国
道
４

０
３
号
ほ
か
１
路
線
）の
騒
音
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
自
動
車

交
通
騒
音
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
融
雪
剤
散
布
飛
散
影
響
調
査
】

　
冬
の
降
雪
時
に
、
長
野
自
動
車
道

（
八
幡
中
原
地
区
）で
散
布
さ
れ

る
融
雪
剤
に
つ
い
て
、
沿
線
の
畑

な
ど
に
ど
の
く
ら
い
の
量
が
、
ど

の
く
ら
い
遠
く
ま
で
飛
散
し
て
い

る
の
か
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
工
場
排
水
調
査
】

　
市
内
の
食
料
品
な
ど
を
製
造
す
る

有
機
系
の
事
業
所
９
社
、
電
子
部

品
な
ど
を
製
造
す
る
無
機
系
の
事

業
所
４
社
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の

事
業
所
２
社
、
畜
産
業
の
事
業
所

1
社
で
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
地
下
水
汚
染
調
査
】

　
市
内
を
13
に
分
け
た
地
区
別
調
査

と
、
そ
の
調
査
で
基
準
を
超
え
た

井
戸
の
追
跡
調
査
を
し
ま
し
た
。

調査 調査月 調査結果

市内主要河川水質調査 平成 30 年 7 月、11 月

PH、BOD、SS の測定値はおおむね基準値内でしたが、年
２回の調査ともに、調査対象 24 の河川のうち、17 の河川
で大腸菌群数は基準値を超えていました。
＊大腸菌群数が多いと汚染されている可能性があります。

ダイオキシン類測定調査 平成 30 年 11 月 すべての項目で環境基準を下回っていました。
大気汚染調査 平成 30 年 9 月 すべての項目で環境基準を下回っていました。

騒音測定調査

高速道路沿線
平成 30 年 10 月
新幹線沿線
平成 30 年 8 月
主要幹線道路
平成 30 年 11 月

道路から 50 メートルの範囲にあるすべての住居などを対象
に、実測値や推計によって騒音レベルの状況を把握した結果、
対象戸数中、88.3％が昼夜ともに環境基準を下回っていま
した。

融雪剤散布飛散影響調査

第一期
平成 30 年 12 月から
平成 31年 1月
第二期
平成 31年 1月から2 月

環境への影響は、認められませんでした。

工場排水調査 平成 31 年 1 月 基準値を超える事業所はありませんでした。

地下水汚染調査 平成 30 年 11 月

硝酸、亜硝酸性窒素の基準値を超えているところが広く存在
していました。
＊井戸水を飲用に使用している場合は、１年に１回水質検査
　をするように努めてください。

■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5413）

６月は環境月間
地球温暖化をはじめとする多くの環境問題の解決を目指し、身近にできる環境保全活
動に取り組みましょう。
■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線 5414）

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
は
、
燃
料

消
費
量
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
大
気

汚
染
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

環
境
保
全
と
と
も
に
、
交
通
事
故
防

止
に
も
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

１
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
e
ス
タ
ー

　
ト
」

２
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

　
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

３
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離

　
そ
う

４
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

５
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ

　
う

６
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て
出

　
発
し
よ
う

７
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る
点

　
検
・
整
備

８
不
要
な
荷
物
は
降
ろ
そ
う

９
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や
め

　
よ
う

10
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

●
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
始
め
よ

　
う

　
自
宅
、
職
場
や
学
校
な
ど
の
窓
辺

で
、
つ
る
性
植
物
を
カ
ー
テ
ン
の
よ

う
に
育
て
、
日
光
を
遮
っ
た
り
和
ら

げ
る
こ
と
で
室
温
の
上
昇
を
抑
え
た

り
、
植
物
の
間
を
通
り
抜
け
る
風
が

冷
や
さ
れ
る
こ
と
で
室
内
を
快
適
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
節
電
・
省

エ
ネ
の
効
果
が
あ
り
、
花
の
鑑
賞
や

実
の
収
穫
も
楽
し
め
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
で
暑
い
夏
を
快
適
に
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

×

▲

更
埴
庁
舎
・
環
境
課
で
行
な
わ
れ
て
い

　
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
（
写
真
は
昨
年

　
度
）
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３
スリーアール

Ｒを実践して　　ごみを減らそう

ご
み
の
総
量
１
万
１
８
８
９
㌧

平
成
30
年
度
に
家
庭
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
の
総
量
は
１
万
１
８
８
９
㌧

で
、
前
年
度
に
比
べ
２
３
５
㌧
減
少

し
ま
し
た
。

可
燃
ご
み
は
78
㌧
、
資
源
ご
み
は

１
８
２
㌧
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た

が
、
不
燃
ご
み
は
25
㌧
増
加
し
ま
し

た
。
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
の
中
に

は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
の
た
め
分
別
を
し
っ
か

り
行
な
い
、
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・廃棄物対策課（内線5423）

３
Ｒ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

３
Ｒ
と
は「
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
発
生
抑
制
）、
Ｒ
ｅ
ｕ

ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
・
再
使
用
）、
Ｒ
ｅ

ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資

源
化
）」の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。次

の
実
践
例
を
参
考
に
ご
み
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

【
３
Ｒ
の
実
践
例
】

■
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
ご
み
も
資
源
も

元
か
ら
減
ら
す
） 

○
買
い
物
の
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
す
る
。

○
マ
イ
箸
、マ
イ
カ
ッ
プ
を
使
う
。

○
食
べ
残
し
を
し
な
い
。

○
詰
め
替
え
商
品
を
選
ぶ
。

■
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
繰
り
返
し
長
く
使

　
う
） 

○
壊
れ
た
も
の
は
可
能
な
限
り
修
理

し
て
使
う
。

○
ま
だ
使
え
る
も
の
は
他
の
人
に
譲

る
。

■
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
資
源
と
し
て

　
再
び
利
用
す
る
） 

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

○
地
球
に
優
し
い
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

を
購
入
す
る
。

＊
市
で
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
を
行

な
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
・
自
治
会
に
対

し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

約
４
９
７
万
円
、
区
・
自
治
会
に

約
４
１
０
万
円
を
交
付
し
ま
し

た
。

　
奨
励
金
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体

活
動
や
区
・
自
治
会
の
環
境
整
備

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
別
を
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
資
源
回
収

や
区
・
自
治
会
の
資
源
物
収
集
所

に
出
す
こ
と
は
、
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
団
体
活
動
の
支
援
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

8,623

3,276

12,294

395

Ｈ26年度

家庭ごみの排出量の推移 可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

10,000

12,000

14,000

（t）

8,793

3,929

13,140

418
8,746

3,700

12,857

411
8,536

2,926

11,889

427
8,614

3,108

12,124

402

種　類 数量 品　目 利用方法など

缶　類 97㌧ アルミ缶 アルミの原料
スチール缶、金属類 建築資材

紙　類 1,530㌧ 新聞紙、雑誌・雑紙、段ボール、
紙パック、チラシ 製紙原料

古布類 33㌧ 古布、古着 機械を拭く布（ウエス）、海外へ輸出

庭木剪
せ ん て い

定枝・廃食用油 298㌧
庭木剪定枝 堆肥など

廃食用油 バイオディーゼル燃料、石けん

びん類 333㌧

びん（透明） 無色のびんの原料

びん（茶色） 茶色のびんの原料

びん（その他） それぞれの色のびんの原料

ペットボトル 72㌧ ペットボトル 包装用プラスチック

プラスチック製容器包装 400㌧ プラスチック製容器包装 パレット、プラスチック板、擬木

紙製容器包装 148㌧ 紙製容器包装 製紙原料、固形燃料

使用済小型家電 15㌧ 使用済小型家電 有用金属を回収

資源回収量

722 ㌧

収集ごみの量　　1 万 1,889 ㌧

可燃ごみ 不燃ごみ ほか 資源ごみ

8,536 ㌧ 427 ㌧ 2,204 ㌧

葛尾組合
焼却施設

再資源化または最終処分場
（焼却灰・資源化できなかった不燃ごみ）

　平成30年度の家庭ごみの排出量と資源物のゆくえ

不燃ごみ処理場 粗大ごみ ほか
396 ㌧ 31 ㌧

資源物処理施設
（梱包・破砕など）

2,926 ㌧

３
月
に
、
葛
尾
組
合
不
燃
ご
み
処

理
施
設（
上
山
田
）で
、
不
燃
ご
み
袋

に
中
身
の
入
っ
た
農
薬
び
ん
が
混
入

し
て
い
た
た
め
、
ご
み
の
分
別
作
業

中
に
作
業
員
が
軽
傷
を
負
う
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

 

昨
年
11
月
に
は
、
不
燃
ご
み
の
収

集
運
搬
中
に
、
不
燃
ご
み
袋
に
ス
プ

レ
ー
缶
が
混
入
し
て
い
た
た
め
、
ご

み
収
集
車
の
火
災
も
発
生
し
て
い
ま

す
。長

野
市
で
は
４
月
に
不
燃
ご
み
袋

に
異
物
が
混
入
し
て
い
た
た
め
、
ご

み
処
理
施
設「
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
」

で
火
災
が
発
生
し
、
施
設
の
復
旧
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
は
、日
頃
か
ら「
家
庭

ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方
」の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
違
反
は
収
集
作
業
員
・
処

理
施
設
作
業
員
に
危
害
を
及
ぼ
す
だ

け
で
な
く
、
大
き
な
事
故
や
火
災
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
運
営
に
も
支
障
を

き
た
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
適
正
な

排
出
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

　
市
は
、使
用
済
小
型
家
電
の
回
収

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。小
型
家
電
の

部
品
に
は
、貴
重
な
資
源
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
資
源
の
有
効

活
用
や
ご
み
の
減
量
の
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
9
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
10
時（
雨
天
決
行
）

■
会
場　
更
埴
庁
舎
第
一
駐
車
場
、

戸
倉
庁
舎
駐
車
場

■
回
収
品
目　
電
気
や
電
池
で
動
く

小
型
電
子
機
器
や
家
電
製
品

■
回
収
で
き
な
い
も
の

①
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・

洗
濯
機
・
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
）

②
フ
ロ
ン
を
使
用
し
た
も
の（
除
湿

機
、冷
風
機
、製
氷
機
な
ど
）

③
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
使

用
済
小
型
家
電

■
注
意
事
項

　
電
気
こ
た
つ
は
電
球
部
分
の
み
、

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
毛
布
は

コ
ー
ド
を
含
む
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

部
分
の
み
回
収
で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収

可燃ごみ 不燃ごみ

ごみ１袋あたりの処理費用

218円 4 3 9円
＊平成29年度における可燃ごみ及び不燃ごみそれぞれ１

袋（5キロ）あたりの金額です。この処理費用は、収集運
搬にかかる経費や処理を行なう葛尾組合に支出する負
担金などの経費から算出したものです。
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景
観
審
議
会
委
員
を
募
集

景
観
形
成
基
準
に
不
適
合
な
届
出

が
あ
っ
た
場
合
や
景
観
に
関
す
る
審

議
な
ど
を
行
な
う
千
曲
市
景
観
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
を
兼
職
し
て
い
な
い
人

■
任
期　
任
命
の
日
か
ら
令
和
３
年

７
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限　
６
月
21
日（
金
）

■
応
募
方
法　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙（
任
意
様
式
）に
、住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理

由
を
記
入
の
う
え
、「
千
曲
市
の

景
観
」を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０

字
程
度
の
作
文（
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
任
意
様
式
）を
添
え
て
、
更
埴

庁
舎
都
市
計
画
課
へ
持
参
す
る

か
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

（tosikei@
city.chikum

a.
lg.jp

）で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
工
事
・
修
繕
受
注
希
望
者
の
登
録
申
請
を
受
付

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
・
修

繕
の
受
注
希
望
者
の
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。指
名
業
者
選
定
の
優

先
的
資
料
と
し
、
市
内
小
規
模
事
業

者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　
千
曲
市
建
設
工
事
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
未
登
録
の
人

■
有
効
期
間　
６
月
１
日
～
令
和
３

年
５
月
31
日

＊
中
途
で
申
請
し
た
場
合
は
、
そ
の

月
の
翌
月
か
ら
令
和
３
年
５
月
31

日
ま
で
で
す
。

■
対
象
契
約　
予
定
価
格
50
万
円
未

満
の
工
事
・
修
繕
の
う
ち
内
容
が

軽
易
な
も
の

＊
必
ず
登
録
者
に
発
注
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　
随
時
受
付

■
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
登
録
要
領
、
申
請
書
類
を
取
得

し
、
更
埴
庁
舎
管
財
契
約
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
管

財
契
約
課（
内
線
５
３
５
２
）

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴

庁
舎
・
都
市
計
画
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、
内
線
５
６
２
２
、
FAX

０
２
６

－

２
７
３

－

１
９
２
１
）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
駆
除

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
発
生
し
ま
す
。

人
へ
の
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
幼
虫
が
洗
濯
物
や
家
の
壁
面

に
付
着
す
る
な
ど
生
活
環
境
上
の
被

害
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
発
生
時
期

○
第
１
化
期　

　
６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

○
第
２
化
期　

　
８
月
上
旬
～
９
月
上
旬

■
防
除
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
発
生
初

　
期
の
駆
除
が
効
果
的
で
す
。

○
発
生
初
期　

　
幼
虫
は
ク
モ
の
巣
の
よ
う
な
白
い

巣
網
の
中
に
集
団
で
生
息
し
て
い

ま
す
。
巣
網
を
発
見
し
た
ら
、
そ

の
部
分
の
枝
を
切
り
取
り
、
踏
み

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

○
発
生
中
期　

　
幼
虫
は
成
長
す
る
と
巣
網
か
ら
出

て
拡
散
し
ま
す
。

　
被
害
木
を
伐
採
す
る
か
農
薬
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
正
し

く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
で
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、

近
く
の
造
園
業
者
や
害
虫
駆
除
業

者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
3
）

長
野
広
域
連
合
ご
み
焼
却
施
設
の
概
要

長
野
広
域
連
合
が
屋
代
地
区
に
整

備
す
る
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
は
、

平
成
29
年
３
月
に
事
業
主
体
の
長
野

広
域
連
合
と
千
曲
市
、
建
設
候
補
地

の
屋
代
第
五
区
・
六
区
と
、
施
設
建

設
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
平
成
30
年
８
月
に
施
設

を
整
備
す
る
事
業
者
を
決
定
し
、
こ

れ
ま
で
に
設
計
業
務
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
の

概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
現
在

処理方式 ストーカ式焼却＋灰溶融

処理能力
焼却炉 100ｔ/日（50ｔ/２炉）

灰溶融炉 10ｔ/日
敷地面積 約2.8ha

工場棟
構造 鉄骨造、鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造
階数 地上５階、地下１階

管理棟
構造 鉄骨造
階数 地上3階

体験学習棟
構造 鉄筋コンクリート造
階数 地上1階

は
、
建
設
工
事
に
向
け
た
周
辺
整
備

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
野
広
域
連
合
及
び
千
曲
市
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
に
十

分
配
慮
し
、
建
設
工
事
を
着
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
広
域
連
合
環
境
推
進
課
（
℡

　
０
２
６

－

２
１
３

－

５
３
１
０
）

○
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課
（
内

　
線
５
４
２
１
）

施設の概要

▲

施
設
外
観
イ
メ
ー
ジ
図

後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　
　
　
　
　
保
険
料
軽
減
率
の
変
更

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
軽

減
率
の
一
部
が
、
令
和
元
年
度
か
ら

段
階
的
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
元
被
扶
養
者
（
後
期
高
齢
者
医
療

　
に
加
入
す
る
前
日
に
、
ご
家
族
の

　
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
被
扶
養

　
者
だ
っ
た
人
）
の
均
等
割
軽
減
率

○
平
成
30
年
度　
５
割
軽
減

○
令
和
元
年
度
以
降

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
後
２
年

　
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
５

　
割
軽
減

＊
元
被
扶
養
者
の
人
で
あ
っ
て
も
、

　
世
帯
の
所
得
が
低
い
人
は
、
均
等

　
割
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

　
康
推
進
課
（
内
線
６
２
５
５
）

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得
金額等を合計した額

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

33万円以下

世帯内の被保険者全員が
年金収入80万円以下 ９割軽減 ８割軽減 ７割軽減

上記以外の人 8.5割軽減 7.75割軽減 ７割軽減

●所得の低い人の均等割の軽減率

　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……
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農
業
用
水
利
施
設
維
持
管
理
者
の
紹
介

令
和
元
年
度
の
各
施
設
の
維
持
管

理
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
埴
科

幹
線
水
路
と
主
要
分
水
門
の
利
用
に

－

２
７
３

－

１
２
３
７
）

○
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
０
５
）

施設名 管理者 電話番号

埴科幹線水路 埴科郡土地
改良区 273-1237

更　埴　地　区

埴生分水門扉 宮坂　美 273-1250
新田中村用水
分水門扉 田中泛司 274-2423

船山堰 上原栄 272-4017
西沖堰 田中幸雄 272-2308
高川原堰 田中泛司 274-2423
粟佐分水門扉 石黒利雄 272-1717
藤 ノ 木・ 屋 代
一重山分水門
扉

千曲市 273-1111
埴科郡土地

改良区 273-1237

大橋分水門扉 渡邉和巳 272-1795
一丁田新田用
水分水門扉 髙波和雄 272-2139

屋代山崎地区
水門扉 北澤健二 273-3914

郷津分水門扉 宮下征一郎 274-2362
大塚分水門扉 松﨑重雄 273-1947
日詰分排水門扉 春原英夫 273-0752
古川分水門扉 小林洋一 272-2831
蛇田分水門扉 千曲市 273-1111
屋代返町分水
門扉 氷熊悦夫 273-2061

大堰排水門扉 神谷文子 272-2571
南沖耕地組合
用水ポンプ 北條昭宣 272-3477

鳥居町分水門扉   相澤  272-1863
来 光 塚・ 西 上
川原排水樋管 尾澤　徹 273-3854

石杭池 宮下一栄 273-1025
中村・岡森池 西村正宏 272-7110
柳田池 柳澤秀一 276-3996
山の神池 長谷川尚男 272-5490
郡・頭無池 長門博文 272-5099
薬師池 小林　茂 274-1026
横堰 石坂髙雄 274-1016
矢口池 緑川辰男 273-3337
遠見塚池 和田修一 274-1447
荏沢池 池内啓治 274-1237
なめ沢池・熊久
保池・二の沢池 松林秀一 274-1516

施設名 管理者 電話番号

西部土地改良区

西沖ほ場整備内 西部土地
改良区 214-2569

梨 窪 池・ 猿 飛
池・平沢池 宮川榮規 272-6468
大 池・ 八 幡 林
池・大口頭首工 佐藤利雄 272-5396
栃窪池 佐藤嘉德 272-5375
矢崎頭首工 西沢芳信 272-3434

真光寺頭首工
下嵜雅信

（稲荷山） 274-1361
竹内正博
（西沖） 274-1293

松原頭首工 原康 272-5212
荏沢頭首工 竹内正博 274-1293
天浦頭首工 荒井忠男 274-1154
大雲寺（内池） 内藤信一 477-2234
大雲寺（外池） 藤岡金夫 273-2128
治田池（上池） 緑川袈裟利 274-1382
治田池（下池） 唐木沢清澄 273-3222

戸　倉　地　区

花 柄 池・ 前 山
池・仙ヶ原池・
山の神池

（湯沢水系）
島谷正行 276-3700

郷 津 池・ 芝 平
池・山の神池

（雄沢水系）
北村力男 276-6011

原新池 中澤具昭 276-5916
吉野機械揚水 森政教 275-2173
羽尾機械揚水 北村力男 276-6011
巾田機械揚水 塚田　厚 276-3242
戸倉大口水門 島田庄作 275-2115
若宮大口水門 髙松重雄 275-3269

下三ヶ用水 埴科郡土地
改良区 273-1237

上山田地区（出水時水門操作）

六ヶ郷用水 六ヶ郷用水
組合 273-1111

力石東部水門 塚田治夫 82-3687  
力石南部水門 山﨑一喜 82-3306
力石西部水門 中村 彦 82-5311
三本木地区水門 田島愼司 275-2584
温泉地区水門 髙橋達夫 276-2144
新 堤 池・ 向 堤
池・大鹿池

漆原土地
改良区 276-1580

弁天池 千曲市 273-1111

令和元年度 農業用水利施設維持管理者 （敬称略）
農
業
用
に
必
要
な
か
ん
が
い
用
水

の
確
保
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
各
地
区
に
水
門
や
た

め
池
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設
が
あ

り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
埴
科
郡
土
地
改
良
区
か

上
山
田
庁
舎
農
林
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
埴
科
郡
土
地
改
良
区（
℡
０
２
６


